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SIP スマートインフラの構築 サブ課題 C 

 

青森県の自治体の道路インフラの維持管理に資する講習会 

主催：北陸 SIP 後援：青い森の橋ネットワーク、株式会社キタコン 

 

開催日時：2026 年 10月 2日（金）10:00～15:45 

講演会場：旧制木造中学校講堂（〒038-3138 青森県つがる市木造若緑52）【つがる市生涯学習交流センター「松の館」隣接】 

参 加 費：無料 

定  員：60人 

市民が安全で快適な生活を継続するためには、自治体の道路は欠かせない。しかしながら、予算不足、技術不足、人材不足な

どにより、維持管理に苦労している。したがって、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の活動の一環として、北陸 SIP

では同地方の大学・高専が連携して、2014 年から、維持管理に関する技術・仕組みの効率化・高度化に取り組んできた。特に 2023

年からは、自治体と共創しながら、ヒューマンリソースの活用に向けて研究開発しており、自治体の職員が、データ活用により、

目の前の維持管理を工夫し、また中長期的な維持管理の戦略を立てられるスキルとマインドの醸成を推進している。この度、全

国の自治体の職員やコンサルタントの技術者等へ波及するべく、北陸地方以外では初企画となる現地セミナーおよび体験講習会

を、青森県つがる市で開催します。是非、奮ってご参加をいただき、開発技術等を活用していただければ幸いです。 

記 

1．プログラム(予定)：  

10:00 はじめに 

開会挨拶と北陸 SIP趣旨説明 宮里 心一 （金沢工業大学） [15 分] 

10:15 道路橋の維持管理の効率化と高度化 

短支間 RC橋を対象とした簡易補修と延命化措置 花岡 大伸 （金沢工業大学） [10 分] 

橋梁の供用可/不可評価［午後に体験講習会］ 鈴木 啓悟 （福井大学） [10 分] 

鋼橋の簡易延命化［午後に体験講習会］ 木下 幸治 （福岡大学） [10 分] 

～質疑応答～ 

11:00 集約・撤去への取組み 

小規模橋梁を対象としたアセットマネジメントの現実的実践 平野 綾子 （アイ・エス・エス） [10 分] 

11:10 維持管理に役立つ人材育成メニュー 

ポータルサイト 中津井 邦喜 （日本工営） [15 分] 

～質疑応答～ 

休憩（無料の弁当配布を希望される方は、次ページの要旨にて事前申込してください） 

13:00 維持管理優先順位付けのためのデータ 

交通ビッグデータを活用した橋梁の維持管理 寺山 一輝 （石川工業高等専門学校）[10 分] 

～質疑応答～ 

13:15 閉会挨拶 秋田谷 有正 （つがる市） 

～2グループに分かれて、各体験講習会会場へ移動～ 

～現地で解散～ 

2．アンケート 

   当日にアンケートへの回答をお願いします。 

3. 問 合 せ 先：金沢工業大学 SIP 事務局 

E-mail：sip-contact-kit@mlist.kanazawa-it.ac.jp 

実道路橋を用いた体験会 グループＡ グループＢ 

その１ 14:00～14:45 橋梁の供用可/不可評価 13:45～14:30 鋼橋の簡易延命化 

移動 

その２ 15:00～15:45 鋼橋の簡易延命化 14:45～15:30 橋梁の供用可/不可評価 
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4. お弁当の申込書 

 決算処理に必要なため、個人ごとに記載して下さい。 

 所属（自治体名や会社名
注
） 氏名 

1   

2   

3   

4   

5   

6   

7   

8   

9   

10   

   注：同じ所属の場合、2行目以下は「同上」や「〃」と記してください。 


